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自然通信員だより　65-1 まもり伝える生物多様性　目黒区

今年は 6 月 20 日までに 652 件の情報
が寄せられました。 もっとも多かった
のは鳥類で、 46 種 362 件でした。

今年は 6 月 20 日までに 652 件の情報

3月18日　タヌキは初めての目撃です。 今日の目撃は午

後1時半前後の数分です。 （碑文谷4丁目自然通信員）　

タヌキ （イヌ科）

タヌキは武蔵野台地に広く分布してお

り、台地の端の目黒区でも比較的よく

目撃されます。区内にも彼らの生活を

支えられる自然 （エサやねぐら） が

残っている証拠と言えます。

1 月 5 日　アオジを 1 時間～1 時間半かけて完食する。（碑文谷 5 丁目通信員）

ツミ （タカ科）

主に小型の鳥類を食べる

肉食性の猛禽類。 都市部

の緑化などにより都会でも

見られるようになりました。

1 月 25 日　庭の小鳥の水浴び場にきていました。 （南3丁目通信員）

ジョウビタキ （ヒタキ科）

写真の個体はメス。

オスは顔が黒く頭は

銀色でおなかはオレ

ンジ色です。

4月17日　庭でクロアゲハがユズの葉

に止まりました。 （本町 2 丁目通信員）

クロアゲハ （アゲハチョウ科）

幼虫はユズなどのミカン類、

カラタチなどを食べます。 ほか

のアゲハ類に比べて日陰を好

みます。

まもり伝える生物多様性 目黒区

信員）

ヒキガエル （ヒキガエル科）

3月6日　寝ぼけて動きの鈍いヒキガエル

がいた。 （東が丘1丁目自然通信員）　

2月下旬から3月末の産卵の時期と4月末

からの目撃情報が多数ありました。 日本

には、 東日本にアズマヒキガエル、 西日

本にニホンヒキガエルの2つの亜種系統が

生息していましたが、 近年交雑が進み、

見分けることが難しくなっています。

夜行性なので、 春から

秋にかけては、 夜にな

ると食べ物を求めて出

てきます。

後1時半

5月 26日　中目黒公園の池にて尾の先を

水につけて産卵していました。（自然通信員）

クロスジギンヤンマ （ヤンマ科）

池やその林縁部

で 4 月～ 8 月頃

まで見られます。
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2月14日　庭にツグミが舞い降りました。
（南3丁目自然通信員）　

ツグミ （ヒタキ科）

地面を歩きながらミミズや昆
虫類を捕らえますが、 木の
実なども好んで食べます。

いつもいきものの情報をありがとうございます。いつもいきものの情報をありがとうございます。
いただいた情報は、貴重な記録として集約いたいただいた情報は、貴重な記録として集約いた
しております。紙面の都合上しております。紙面の都合上
全部をご紹介できないことを
お許しください。みなさんが
発見したいきものや自然情報
をご紹介します！みなさんは
どんな発見をしましたか？どんな発見をしましたか？
ふりかえってみましょう！ふりかえってみましょう！

が
情報
は

今年はどんな発見今年はどんな発見
があったかな？があったかな？

区民による身近な生物調査ロゴマーク

もうきん
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◆観察情報や写真は郵便 ・ FAX ・ メールでみどりの係までお送りください。 みなさんからの情報をお待ちしております♪

見つけた
いきものの種名

いつ
（年 ・ 月 ・ 日）

どこで （公園名。 ご自宅は
『庭』 とだけ、 緑道 ・ 川は町
名と番地まで記入します）

観察した内容 （数や様子など）、
いきものたちへのメッセージ

記録票 上記 5 種以外のいきものの

　　情報もお待ちしてます！

自然通信員番号 ：

お名前 ：

コウチュウ目 5 グループの成虫の食性と生息環境コウチュウ目 5 グループの成虫の食性と生息環境

テントウムシ科

カミキリムシ科カミキリムシ科

ゾウムシ科ゾウムシ科

肉食性 （アブラムシ類など）、 菌
食性、 草食性に分けられ、 対象
となるエサのある場所で見られる。

クワガタムシ科クワガタムシ科 里山や雑木林に生息する。
成虫は樹液に集まるが、 種によ
ってその樹種が異なる。

花 ・ 樹液 ・ 樹皮 ・ 樹木や草本の
葉 ・ 菌類 ・ 樹脂を食べるので、
主に樹林に生息する。

草食性。 長い口 （口吻） で植物内
部の深い部分を食べることができる。
樹林や草地に生息する。

コガネムシ科コガネムシ科 草食性。 植物の葉や花粉などを食
べるが、 樹液に集まる種もいる。
カブトムシもこの科の仲間。

日本にいる甲虫目は約 130 科約 10,000 種が知

られています。 そのうち森林や草地でみられる

次の 5 グループに含まれる甲虫を探してみま

しょう！代表的な種を例に挙げます。

シロテンハナムグリとシラホシハナ

ムグリの見分け方ムグリの見分け方

シラホシハナムグリ シロテンハナムグリ

平ら平ら へこむへこむ

近年みられる外来種近年みられる外来種

クビアカツヤカミキリは本来中国大陸など

に分布しますが、 2015 年に東京都でも見

つかりました。 2018 年 1 月から特定外来

生物に指定されました。 幼

虫はウメ、カキ、モモ、ポプ

ラなどの樹木の内部を食べ

てしまうため枯れる原因に

なります。 飼育や保管が

禁止されているので見つけ

たら区に連絡しましょう。

プ

べ

け

林縁や草地の、 特にクズや

ハギの葉の上で見られること

が多いです。

コフキゾウムシ
出現期 ： 4 ～ 9 月

ゾウムシ科ゾウムシ科

シロテンハナムグリ

雑木林や公園の樹液が出てい

る木や花にも集まります。

出現期 ： 5 ～ 9 月

コガネムシ科コガネムシ科

キイロトラカミキリ

クリなどの花に飛んできてコナ

ラなどの倒木に集まります。

出現期 ： 5 ～ 8 月

カミキリムシ科カミキリムシ科

ムーアシロホシテントウ

目の後ろに黄白色の斑紋が 4 つ

並んでいるがのが特徴です。

出現期 ： 3 ～ 10 月

テントウムシ科

コクワガタ

オス

出現期 ： 5 ～ 10 月

雑木林や神社、 公園の様々な

樹液の出る木に集まります。

オスオス

クワガタムシ科

2019年は「甲虫」をテーマに身の回りのいきものを調べてみましょう。見つ

けたら下記の記録票に記入し、みどりの係までお送りください。写真がある

場合は一緒にお送りください。 ナナホシテントウ
やナミテントウなど

ノコギリクワガタなど

カブトムシや
カナブンなど

ウスバカミキリや
キボシカミキリなど

シロコブゾウムシや
スグリゾウムシなど
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◆定点観測員になりませんか？
公園や自宅のお庭など身近な場所を観測地として決めていただき、
桜の開花やチョウやセミ、 ツバメなどを初めて見たり声を聞いたり
した日など、 四季の変化を継続的に観察していただける方を、
『定点観測員』 として募集しています。 定点観測員にご登録いた
だいた方には目黒区いきもの住民台帳を送付いたします。
定点観測員に登録したい、 興味がある方はみどりの係までご連絡
ください。 自然通信員の皆様のご参加をお待ちいたしております。

水辺のエコトーン水辺のエコトーン 水辺には浅瀬を作りエコトー

ンを確保するなど、 いきもの

に配慮した管理が大切です。

林縁エコトーン林縁エコトーン

マント ・ ソデ群落は林内の乾燥化を

軽減し、 いきもののすみかとなっています。

樹林と草地の境界や陸域と水域の境界（水際）

など環境が異なる部分の移行帯のことを指し

ます。 それぞれの環境や両方の環境を必要と

するいきものが集中する部分で、 生物多様性

を確保する上で重要な環境です。

駒場野公園には雑木林から田んぼまでな

だらかに植生が遷移する自然のすがた（エ

コトーン） が残っています。 様々な種・

高さの植物が存在することで多様ない

きもののエサやすみかが生まれます。

 身近な自然を守り、 いきものたちと共に暮らせるまちを未来に伝えていくため平成 26 年 4 月から推進している

『ささえあう生命の輪　野鳥のすめるまちづくり計画 （目黒区生物多様性地域戦略）』 のポイントを紹介します。

少し蒸し暑い陽気の中、 魚類研究者

君塚　芳輝氏の指導で開催されました。

80 名の方にご参加いただき、 アユやボラ

など合計 9 種のいきものを発見しました。

見つけたいきものを

絵にかいてもらいました。

発見したいきもの
・ アユ （2 尾）  
・ マハゼ （19 尾）
・ スミウキゴリ （40 尾）　
・ ボラ （20 尾）　　
・ マルタ （6 尾）　　 
・ ドジョウ （1 尾）
・ アメリカザリガニ （40 個体）　
・ ヌカエビ （1 個体）
・ ゴカイ類 （2 個体）

発見し
・ アユ
・ マハ
・ スミウ
・ ボラ
・ マル
・ ドジョ
・ アメリ
・ ヌカエ
・ ゴカボラ

いのち わ


